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水
を
じ
よ
う
ず
に

7/1 
昭和49年

路議謹

水

謹車

事

も

潜水織にそなえ送水管工慈悲若草ぐ H ・・ H 喜怒襲警III新阪地先にで

去
る
六
月
十
ム
ハ
日
的
官
民
に
緩
急
裁
に
地
え
ま
し
た
。
特
に
、

水
い
た
し
ま
し
た
が
、
側
関
係
澄
十
六
日
的
ビ

i
タ
持
で
あ
っ
た

僚
の
み
な
さ
ん
に
は
、
た
い
へ
十
時
。
十
一
叫
時
に
は
、
…
降
級

ん
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
ヂ
的
ぷ
ぽ
三
十
一
ト
ン
内
総
水

を
神
怖
く
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
林
胤
を
は
る
か
に
上
凶
る
一
手
a
ザ

問
時
間
闘
に
つ
魯
ま
し
て
は
、
次
十
;
ン
的
水
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

?
と
お
り
考
え
ら
れ
ま
す
“
こ
れ
拡
品
判
中
ブ

i
Mル
的
水
量

今
後
、
こ
の
よ
う
な
波
紋
が
め
約
・
4

倍
半
に
阪
掛
献
し
ま
す
。

総
ニ
ち
な
い
よ
う
対
策
を
織
と
給
水
人
口
伺
域
総
(
年
間
約

て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
災
の
ゐ
六
千
人
域
〉
と
と
も
に
奄
週
求

な
さ
ん
も
ザ
ひ
節
水
に
ご
銭
的
好
米
に
よ
り
、
こ
的
よ
う
に

カ
く
だ
事
る
よ
ラ
お
ね
が
い
市
中
一
伎
に
た
く
き
ん
の
水
が
使
わ

し

あ

げ

ま

す

。

札

た

も

の

と

母

え

ら

れ

ま

す

。

等

原

因

甲

対

策

や
小
‘
品
胤
岬
唱

E
の
雨
天
後
、
土
緩
和
刊
陀
卜
八
年
度
に
…
刊
一
本
的

-
H総
誌
の
好
天
時
吋
に
お
い
て
、
検
咋
…
戸
を
織
り
ま
し
た
が
、
攻
布

一
時
的
に
多
く
め
水
が
使
わ
れ
こ
こ
か
ら
総
合
相
抽
出
に
や
軌
を
引
く

た

た

め

、

削

船

水

数

が

取

水

震

を

で

い

上間関

9
2
潟
水
協
の
水
桁
叫
が
畿

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

六
月
に
入
っ
て
か
ら
の
保
水

幾
H

川
、
ホ
・
日
時
噛
8
を
や
心
に

お
う

く宇時
限
緩
や
、
専
る
予
後
で
す
。

ま
た
も
開
四
米
線
級
ヘ
ト
八
百
日
間

水
す
る
た
め
の
送
水
管
お
絞
広

務
ち
六
月
中
に
発
綾
子
後
で
す
o

vお
ね
が
い

水
は
d

榔
枇
に
た
く
さ
ん
使
わ

な
い
で
〈
ど
さ
い
。

土

-
8
絡
宮
内
際
機
件
数
本

や
抽
出
事
は
守
る
べ
〈
き
け
て
九
抗

感
‘
後
た
く
な
ど
も
水
を
必
制
官

幾
少
燃
に
し
、
蛇
門
凶
を
品
け
た

ま
ま
に
し
な
い
よ
う
お
む
が
い

い
た
し
ま
す
a

散
水
司
法
惑
な
ど
に
は
‘
叩
穴

水
M
閣
を
透
い
て
掛
川
本
を
利
約
し

た
り
、
一
昨
珪
絞
っ
た
水
も
き
れ

い
で
あ
れ
ば
も

1
一
度
利
割
増
し

ま
し
孟
う
。

後
た
〈
は
、
問
料

m
w
r
l
ク時吋

を
き
け
て
、
な
る
べ
く
併
は
附
附
に

拭
閉
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈水支章第〉
市民的皆事ん仁木状況を説明します."施設見学舎から子事本場仁て

七L
M
人
践
の
赤
ち
ゃ
ん

事
的
人
口
は
、
去
る
六
月
十

一
日
、
つ
い
に
七
万
人
を
突
破

L
ま
し
た
。

七
万
人
殺
の
ゆ
事
進
な
赤
ち
ゃ

ん
は
、
世
叩
件
胤
何
一
的
ぷ
…
一
鈴
木
透

き
ん
の
長
男
総
ち
や
ん
で
字
。

神
惜
波
中
市
長
は
、
鈴
木
さ
ん
か
鳴

を
務
総

L
、
す
こ
や
か
な
成
長

を
祈
る
と
と
も
に
創
出
念
ふ
と
し

て
悦
吋
刊
の
州
側
と
楠
博
多
人
形
を
醐
瑚

り
ま
し
た
。
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千
葉
掘
附
開
明
る
い
滋
捗
拙
摺
滋
泌
総
会

委

員

街

中

菊

夫

一
除
mw
独
中
海
を
チ
Z

ツ
ク
し
、

バ
ラ
ン
ス
を
腐
る
。
こ
の
機
能

の
放
に
、
殺
に
と
っ
て
、
参
議

践
と
は
炎
上
宗
主
義
そ
の
も
の
で

ふ
γ令
。

t
T
帯
構
醐
階
捕
明
器
い
滋
挙
砧
蛾
滋
楠
開
絡
会

蛾

背

負

や

篠

崎

鮎

子

参
議
世
間
は
ど
こ
ま
で
も
由
民
織
の

出
別
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
今
の
品
以

治
は
あ
ま
り
に
も
党
利
党
絡
め

一
色
が
漉
す
ぎ
て
、
嚇
階
堂
T

日
比
の
こ

こ
ろ
と
は
な
れ
す
ぎ
る
か
ら
。

t
?
騨
韓
国
鼎
蛸
明
る
い
滋
挙
被
選
榊
醐
噛
離
会

委

総

高

橋

久

帥

勝

致
党
を
超
え
た
茶
の
間
繍
同
氏
柏
町
良

識
の
府
間
。
だ
か
ら
、
そ
の
巡
の

綾
城
4
告
が
凝
っ
て
和
銀
総
邸
を
桐
押
え

る
厳
し
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
会

にとって参議院とは
千
相
輸
銀
明
る
い
選
挙
推
進
輔
副
曲
隅
会

常
世
田
周
波
門
H

m

貯
閣
内

問
見
幾
、
向
制
、
本
山
性
i
e
?
?
?
?
。
た
だ
し
議

案
は
、
政
党
作
仰
の
抽
慌
に
淡
わ
れ

て
、
す
っ
か
れ
ソ
第
二
衆
議
後
に

綴
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
。

千
葉
掃
附
酬
明
る
い
滋
挙
縫
進
協
総
会

委

期

間

指

臨

海

側

朝

政
党
の
利
笠
岡
が
激
突
し
A
口
う
衆

議
践
を
み
て
い
る
と
せ
め
て
参

議
後
だ
け
は
、
冷
静
に
渓
量
販
に

磁
民
全
体
の
利
淡
の
た
め
に
行

動
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
U

手
権
構
描
晴
朗
明
る
い
滋
挙
後
進
協
議
会

般
世
描
蛸
削
珂
奴
品
情

…
拘
一
ふ
八
な
選
挙
資
金
や
党
派
エ
ゴ

が
参
践
を
変
緩
さ
せ
て
い
る
。

正
し
い
こ
険
制
訓
告
絞
り
回
収
す
こ

と
、
そ
れ
が
有
権
品
物
、
つ
ま
り

私
に
と
っ
て
の
参
続
湯
だ
。

子
葉
県
側
明
る
い
滋
教
叫
構
造
協
噛
融
会

委

員

小

山

女

…

毎
自
の
食
事
が
織
間
療
を
左
右
し

ま
す
s

描
地
強
搬
は
公
市
営
病
主
問
問
じ
、

知
ら
ず
h

知
ら
ず
政
治
を
悪
く
し
、

生
活
を
蝕
み
ま
す
。
参
議
院
は

鋭
部
灘
間
内
織
の
保
健
淡
で
す
。

〈
七
月
七
日
に
家
を
留
守
に
す
る
と
き
v

七
時
月
七
日
に
、
仏
弘
泰
や
旅
行
で
や
附
M

丹
に
阪
か
け
る

蛾
窓
口
に
は
不
在
殺
仙
紙
面
市
が
や
、
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
き
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
の
汲

緋
闘
に
お
問
い
A
ロ
リ
せ
く
だ
き
い
。

〈
六
湾
十
殴
懸
か
ら
七
湾
大
民
ま
で
〉

不
在
者
役
時
常
が
で
き
る
期
間
は
、
六
月
十
問
問
日
同
四

か
ら
七
四
月
六
日

ωま
で
で
す
。
こ
の
期
間
内
で
あ

れ
ば
、
み
品
開
曜
日
、
日
開
曜
日
明
、
も
午
前
八
臨
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
き
ま
す
。

〈
市
役
所
選
挙
管
理
黍
員
会
で
〉

一
小
税
者
協
杭
察
を
す
る
場
所
同
同
市
役
所
内
mw
選
問
問
明
、

す
。
た
だ
し
、
不
在
者
投
撲
の
で
き
る
病
院
老

人
ホ
!
ム
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
滋
で
で
き

ま
す
。
ま
た
旅
行
先
の
市
町
村
の
滋
管
で
も
で
き

ま
す
が
手
緩
に
時
嗣
摘
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
期
間

を
余
分
に
見
て
く
だ
き
い
。

〈

mw
銭
を
持
っ
て
〉

不
在
毅
投
薬
を
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
印
畿
を
お

持
ち
〈
だ
き
い
。

放送
テレどとうジオ

7!l2躍 午前吾:30~ 吾: 58 NH瓦チレピ
午後 8: 草寺~8 : 35 千淡テレビ

午後詰 :30-皐:58 災HKラジオ

1Jl3日 午前6: 30-6 :鈴 NH在子レピ

午後o: 30-容:58 NHKラジオ
: 1章一6: 45 フジテレビ

前
例
惨
六
月
十
六
島

総
科
目
第
一
一
一
夜
九
十
六

号
で
然
ワ
が
あ
号
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び

し
、
例
制
ま
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

揖
期
…
雨
間
六
綾
田
悦

♂
職
世
干
的
で
き
る
方

は
』
の
九
行
巨
時
畷

和
問
間
十
九
年
一
…
一
同
月
十

一
日
を
e

・e
・
:
十
二
日

i
i
に
罰
則
証
書
せ
て

い
た
だ
事
ま
す
。

見政
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(3) 

a
g
2
2
3
3列
器
括
処

g芽
軍
省
啄
省
是
主
ヨ
華
道
身
袋
持
愛
者
集
積
宅

問
関
東
開
出
ま
し
た
α

凶
地
少
年
野
我
孫
子
市
か
ら
湖
北
山
村
悶
悶
地

球
噛
雄
総
と
湖
北
ム
口
少
年
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
チ

胡柄口
μ
新
期
間

l
ム
が
回
初
参
総
し
ま
し
た
。

的
共
畿
に
こ
の
帥
純
然
、
い
つ
も
の
縫
滋

よ
る
務
総
が
爽
を
絡
び
、
知
的
参
加
、
卒
後

問
問
機
家
総
臨
時
と
い
う
栄
泌
を
擦
問
砕
し
ま
し

区
間
山
総
品
川
た
。

ル
拡
少
年
齢
別
決
勝
戦
で
は
、
総
務
的
緩
銭

球

予

祭

文

学

イ

l
グ
ル
ス
チ
ー
ム
に
ふ
ハ
対

務
大
会
が
、
十
と
鳳
摘
し
く
も
災
け
ま
し
た
。

火

n.一
日
叫
し
か
し
、
災
関
側
蹴
削
除
と
今
か

行
な
わ
れ
ら
波
紋
や
八
万
で
す
。

結
核
健
嬢
診
断
と

婦
人
が
ん
検
診

一
毅
住
民
を
対
象
に
結
絞
健

康
診
断
を
次
の
日
程
で
行
な
い

ま
す
。法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
学
校
・
時
相
場
な

ど
で
受
け
て
い
を
い
方
は
必
ず

お
受
け
く
だ
さ
い
e

ま
た
、
何
時
吋
に
臨
時
人
的
が
ん

検
診
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
コ
一

十
議
以
上
的
女
の
方
N
M

、
ぜ
ひ

お
受
け
下
さ
い
。

絡
に
、
時
制
入
の
大
崎
酬
で
あ
る

子
滋
ガ
ン
を
我
四
拍
子
市
か
ら
な

〈
す
た
め
、
対
が
ん
機
会
的
協

力
を
待
て
お
り
ま
す
。

一
人
残
ら
ず
必
受
け
に
な
る

よ
う
お
緩
い
し
ま
す
。

古
人
同
月
二
円
ロ
ま
や
、
叫
伸
、
鞠
抑
制
御
X

線
と
蛾
糊
人
ガ
ン
持
機
鈴

中
的
役
一
間
同
砧
、
次
的
と
お
号
機

鶴
間
的
議
然
を
行
な
い
ま
す
。

軍
幾
融
制
概
T
組制

出
W

出
叩
川
絡
み
制
用
紙
同
体
、
人
W
網
棚
糊
で

交
付
し
ま
す
a

出
w
取
込
み
波
紋
を
創
脚
緩
や
‘
械
鯛
求
一

v 護軍

官
八
月
五
日
以
後
は
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
だ
け

な
お
、
会
場
が
狭
〈
、
集
閉
山

検
診
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
下
着
を
醐
間
単
に
し

て
ス
ト
ヅ
キ
ン
グ
等
は
寺
け
て

く
だ
さ
い
。

…鍛倹民総緩健康診断及婦人科検診

耳目 金場|時間

7月22日(時1I都青年館 18:00 -11:30 
i布佐気象台 1 8:ω~脅:30

• 7月231lf!ji湖北支所110:ω-11:30 
17月2j日例|鴻北保育関 18:ω-11 :30 

17月25自開|湖北台関小学校 I8:00 -11:30 
! "UM..，̂， Iゴルフ場入口 18:00 - 9:30 
:7月26日航

出 品、|一円同 '~I ~寄 Ff l/I宵年館 110:自由 -11司30

てメメ般に各本?予感閥系 17月29日削機祉センター 18:00 -1l:30 
下 I I総長造 ‘雪量込自草分 iみu月30日ω|代孫子中世公災鈴rsiooで百五
ごよよギぞう詰議員長会 I7月山総|レス lランときこ i間ゴ:30

~ I黄日活た概護手{ヱ t封入 iニ 1' "..~"， 1目立精機下的隊i重110:ωn:お

史的寝Z実ふ lそ与す 18月1州縮問小学校制i切3王1更引守宥1宵5ヨ臼
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疑そ丹総諸手当有

V
受
付
制
時
醐
問

間
刷
物
同
開
十
九
年
七
月
一
段
か

ら
七
月
一
4

十
日
十
一
一
時
吋
ま
で

V
採
期
予
定
問

問
符
閲
十
九
年
十
回
円
…

H

V
ぜ
の
他

①
試
験
日
判
慨
は
、
受
験
申
込
み

者
に
巡
っ
て
滋
知

@
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
市
役

所
人
事
課
(
一
寵
総
八
二

i
一

一
五
一
内
線
二
一
六
〉
へ
。

指
数
へ
の
ご
意
見
・
ご
相
談
は

吋
市
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
』
へ

士
市
政
に
対
し
て
ご
要
望
'
ご

な
見
な
ど
あ
れ
ソ
ま
し
た
ら
、
「
市

記
内
務
談
コ
ー
ナ
ー
」
へ
気
軽
に

ご
岨
相
談
下
さ
い
@

ま
た
、
労
品
開
問
同
間
四
・
社
会
保

険
年
金
な
ど
の
裕
抽
出
L
A
1
け
つ

け
て
お
時
ま
す
円
で
、
併
せ
て

ご
判
明
間
市
下
さ
い
。

V
宮
市
民
報
露
日

子

a
i午
前
八
一
号
二
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

土
鳩

H
i午
前
八
時
三
十
分

か
ら
十
二
時
ま
で

マ
労
働
問
題
・
社
会
保
険
・
年

金
等
の
絹
談
日

毎
月
二
回
第
一
・
一
一
一
水
確

呂
午
前
十
時
吋
か
ら
午
後
三

時
吋
ま
で

V
場
所
市
役
所
市
民
ホ
|
ル

雑
草

然
災
食
品
前
日
い
謝
鳴
い
副
幹
絡
を
あ

た
え
る
総
指
棋
を
な
く
し
、
開
明
る

い
開
問
.
つ
く
り
出
た
め
に
、
中
市
同
陣
、

本
柑
T

雌
成
会
絞
め
該
当
吋
銭
安
期
間
変

し
て
.
ゑ
楠
地
税
翁
索
、
管
制
明
者

に
対
し
て
党
議
で
、
柊
出
帆
り
を

よ
び
か
け
ま
し
た
が
、
ふ
血
縁
の

よ
う
に
問
問
答
が
少
な
く
排
口
増
揮
し

て
い
ま
す
。

wv
女
時
暫
送
付
件
数
一
品
六
期
間
。

叫
げ
ご
五
一
一
六
開
問
。
ハ
V

叫肝)

V
開
削
泣
宵
品
狩
数
一
一
六
e

一一一一位打

会
(
七
問
問
一
一
五
六
七
削
ν

会
内
訳
金
向
同
ム
乏
仲
裁
澄
ブ
七
七
一
一

品
汁
(
五
六
。
一
ニ

O
え
併
)

委
託
八
五
十
件
三
八
…
一
一

五
九
所
)
・
返
渓
文
世
百
六
五

六
件
・
未
開
問
答
二
一
一
一
六
一
終

日
ご
と
に
の
び
る
議
前
半
を
出
完

全
に
処
理
し
て
開
明
る
い
生
活
環

境
を
つ
〈
号
、
本
止
宮
内
水
と
緑

と
太
陽
の
我
孫
子
を
つ
く
り
，
ま

?ν
ょ
、
ヲ
a

皆
様
ご
協
力
を
お
頭
い
い
た

な
く
そ
う

し
ま
す
@

〔捕刑問問糊鴇

明
警
部
憐
肱
臨
時
躍
さ
ん
(
中
波
…
ニ

O
問問)

か
ら
滋
滋
斡
路
制
樹
立
…
一
十
五
期
制

年
記
念
と
し
て
会
間
四
万
閉
門
抽
出

の
寄
付

V
組
踊
踊
押
し
さ
ん
(
本
前
町
一
一
一
$3333335

一一)

か
ら
売
上
の
一
色
援
金
開
問
手
間

十
冊
間
同
行
油
国
内
努
品
目

V
端
端
補
間
蕊
品
開
き
ん
{
白
山
崩
二

i

七
;
九
)
か
ら
香
典
の
一
耐
部

会
十
万
丹
念
的
寄
付

マ
曲
韓
働
問
ふ
じ
い
さ
ん
(
滋
花
ム
口

漏
出
ム
中
学
校
齢
期
務
)
か
ら
金
一

万
閉
門
也
再
寄
付

(
緩
不
問
問
)

以
上
の
み
を
さ
ん
か
ら
、
役

会
話
益
事
業
へ
と
寄
付
が
あ
号

ま
し
た
。
あ
守
が
た
く
絞
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
e

提
子
町
田
け
を
と
ざ
し
て
長
寝
か
な

川
川
底
に
風
鈴
出
お
と
絶
え
ま
な
し

日
傘
手
に
憩
ふ
ベ
ン
チ
キ
沼
的
思

氷
菓
子
ね
だ
り
て
放
く
も
は
‘
え
ま
し

青
篠
沼
の
相
朝
夕
た
の
し
く
す

寸

努

染

谷

程

前

後

第
一
旬
。
訪
ね
て
み
れ
ば
奪
友
は
く
ち
な
し
の
開
け
を
漆
〈

と
ざ
し
て
寧
ら
か
な
長
官
棺
と
や
ら
。
こ
の
作
者
去
る
六
月
、

七
十
九
オ
で
永
眠
e

そ
町
永
眠
闘
が
あ
わ
よ
く
ば
同
盟
縦
で
あ

っ
て
く
れ
た
ら
と
締
り
た
い
。

渡
辺
穴
耐
輪
予

秋

谷

き

い

染
脇
町
出
現
一
一

松

村

申

寺

区
民
自
刑
法
市
努

日
本
気
象
事
然
的
織
を
綴
&
湾
、

後
慌
に
徐
大
な
数
綴
を
山
明
し
ま

し
た
凶
問
削
悶
総
絵
ご
八
七
附
}

…
九
採
し
ハ
h

は
、
制
判
凶
関
川
川
抗
m織

の
命
叩
ル
肌
附
叫
に
然
ま
れ
ま
し
た
。

伽
叩
伎
町
は
、
沌
機
時
代
酬
明
か

ら
漁
場
そ
し
て
水
w地
内
務
協
閉
止

し
て
阪
わ
い
を
然
し
て
い
ま
し

た
が
、
文
化
以
後
、
ト
ム
滅
的
関

批
判
が
滋
ん
で
い
〈
と
、
山
山
水
に

制
作
山
山
部
れ
る
紗
小
占
的
絞
め
た
め

川
出
怖
は
あ
が
り
制
削
は
繁
っ
て
、

制
刊
州
問
川
内
氷
山
内
が
除
々
に
多
〈

な
リ
ま
し
た
。

附
明
治
中
期
に
入
り
、
成
同
悶
絡

が
欄
間
判
湘
寄
れ
ま
す
と
、
加
仰
上
噌
閣

総
が
険
・
ヒ
に
代
リ
、
城
間
町
と
し

て
の
か
つ
て
の
駁
わ
い
を
失
い

ま
し
た
a

そ
的
機
子
を
友
人
的

問
問
印
刷
揚
が
、
ぷ
叶
…
略
的
布
依

前町
M
M

統
帥
瑚
だ
と
品
関
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
本
H

刊
は
一
点
設
に
は
ま
だ
関

向
上
に
夜
っ
て
奄
一
問
尚
早
は
漁
附

の
佼
む
嗣
明
代
場
で
あ
っ
た
。
市
民

我
孫
子
駅
前
北
口

地
区
現
況
調
査

治
誌
の
み
な
さ
ん
の
ご
潟

カ
じ
よ
リ
ル
北
口
地
区
の
測
量

は
、
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
舟
た
び
〈
わ
し
い
現
況
が

必
婆
と
な
り
ま
し
た
。

現
部
尚
南
開
査
の
た
め
、
調
査

奈
が
次
的
制
制
限
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
〈
だ
さ
い
e

V
制
閣
制
四
六
月
下
匂
か
ら
十

刃
下
如
町

V
臨
時
蹴
間
午
約
八
時
吋
一
一
一

f
分

か
ら
午
後
γ
五
時
吋
ま
で

(
務
中
市
改
渓
第
一
一
課
)

》
文
諜
だ
よ
り

の
擦
を
ま
ぐ
さ
し
と
後
絞
め
紙

一
け
に
も
総
し
て
い
る
。
い
ま
な
、

ぷ
時
附
聞
い
い
柑
刊
脳
間
的
然
繁
も
…
似
品

し
た
。
酬
明
附
附
は
悼
惜
糊
期
日
い
災
く
な

り
、
地
織
っ
か
A
W
M

獄
拙
闘
が
柏
市
っ
て

パ
市
ゆ
が
ふ
滞
リ
、
総
代
り
に
は
緩

め
水
滋
が
後
、
え
て
し
ま
っ
て
‘

絞
め
絡
を
刊
行
〈
山
口
終
的
影
も
油
例

え
、
品
れ
ぽ
け
多
〈
的
隊
機
市
対

が
、
市
消
て
は
髄
帆
待
ち
告
し
て
い

た
川
崎
々
内
向
淡
H

伸
、
州
内
れ
も
況

と
同
時
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
‘
水

に
地
胤
内
火
の
酬
明
る
と
い
う
家
も
、

殺
っ
て
川
川
的
見
え
る
と
い
う
二

隊
も
無
く
な
っ
た
U

と
そ
同
議

い
う
ゆ
治
人
抑
制
撚
品
釈
で
あ
つ
れ
ん
が
、

犬
家
的
託
、
総
出
門
的
緩
氷
め
淡

か
ら
象
者
出
掛
き
泌
す
持
を
不
法

組
織
に
滋
っ
て
み
て
い
る
う
ち
に

次
拙
舶
に
火
災
に
な
っ
て
家
ち
緩

も
綴
れ
込
み
、
ー
…
十
余
人
が
一

時
吋
に
九
聞
を
災
い
、
そ
品
内
務
が
…

滅
的
相
関
と
な
っ
た
J
-
と
い
う
も

丹
寸
.
淡
訟
で
も
そ
持
絡
は
掛
明

き
れ
て
お
ハ
ソ
ま
す
。

…
骨
肉
、
宮
本
火
、
中
央
気
象
台

と
描
踏
ん
だ
次
総
同
日
、
出
担
分
的
総

力
を
発
揃
押
し
数
々
の
業
協
執
を
酬
明

し
ま
し
た
a

当
時
吋
内
陸
援
は
そ
の
ま
ま
時
間

920 

あ
び
こ
を
諜
噌
令
部

利
棋
削
川
と
岡
田
武
松

時
吋
を
述
懐
し
て
い
ま
す
e

毎
年
の
よ
う
に
起
る
利
根
川

丹
氾
盗
、
明
治
十
九
年
、
一
十

三
年
町
御
前
崎
沖
、
熊
野
滋
に

発
生
し
た
大
海
臨
時
事
故
は
何
回

少
年
内
心
に
強
〈
印
象
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
が
自
分
を
気
象
学
に

向
け
さ
せ
た
直
接
の
動
機
で
は

な
い
か
と
、
晩
年
に
な
っ
て
友

人
、
知
人
に
誘
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
被
川
町
水
速
に
つ

い
て
次
の
よ
う
主
語
が
緩
り
伝

え
ら
札
て
お
り
一
ま
す
。

「
下
総
東
官
向
的
間
部
布
伎
町
で

は
、
今
で
も
民
年
内
大
水
と
称

』
て
、
文
化
五
年
同
利
根
川
町

水
警
告
記
様
し
、
切
れ
訴
の
塊

的
内
僚
に
は
そ
的
姥
で
き
た
大

き
世
間
借
が
今
も
静
か
に
湛
え
ら

れ
て
い
る
a

べ
刊
は
目
指
翁
衛
門
と

さ
れ
て
お
り
、
現
症
は
妹
の
み

っ
さ
ん
が
住
ん
で
お
り
ま
す
。

取
材
し
た
と
き
町
議
に
よ
ワ

ま
す
と
、
問
問
厨
は
帰
宅
す
る
と

書
斎
に
鴎
ヒ
込
も
っ
ち
研
究
に

熱
中
し
、
み
つ
き
ん
が
床
に
つ

い
て
も
机
に
向
か
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

洋
館
内
・
中
は
相
当
に
貴
重
な

蔵
書
が
仙
閉
め
ら
れ
て
い
て
、
亡

〈
な
勺
た
後
、
基
を
時
慌
て
る
為

に
東
京
町
古
本
屋
に
売
る
こ
と

に
な
り
、
中
型
ト
ラ
ッ
ク
コ
，
山
口

に
満
載
し
て
運
ん
だ
と
閥
聞
き
ま

し
た
。
も
?
と
ネ
〈
回
同
船
試
制
問

的
業
績
を
正
レ
〈
評
回
附
し
て
管

現
保
存
的
方
泌
を
し
て
お
い
た

ら
ど
今
一
史
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

〈
市
市
民
嗣
欄
昔
ん
議
〉

総
ひ
た
る
小
菩
き
緩
に
花
滋
り
て
愉

h
y
ペ

者

り

た

り

加

制

措

蛾

比

総

子

。一
F
の
旬
は
余
綿
間
金
こ
め
て
い
て
よ
い

相
材
開
け
再
彩
災
翁
た
り
し
七
翁
の
議
な
ら
ぴ
ゐ
る

関

経

的

地

サ

体

伊

柑

聴

い

し

品W
Z
爾
両
議
的
滋
び
に
む
だ
が
令
〈
器
ぴ
き
び
し
て
い
る

叫
擦
も
予
も
樹
排
出
闘
を
し
た
る
ア
ル
山
市
め

怒
串
制
時
閥
抗
V

〈
れ
ば
設
を
灯
せ
均
一
水
一
期
患
よ
子

。
斡
付
組
側
な
前
常
務
を
冷
絡
に
詠
み
こ
ん
だ
カ
作

品
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